
令和元年度 第１回 青葉台コミュニティハウス委員会 

 

議事録 

 

日 時：令和元年 6月 9日（日）午後１時半開催 

場 所：青葉台コミュニティハウス 中会議室 

出席者：    青葉台二丁目自治会 

        桜台成合自治会 

        榎が丘東自治会 

  民生・児童委員・青丹クラブ 

        青葉台地区社会福祉協議会 

    青葉台地区青少年指導員   

        青葉台中学校ＰＴＡ 

        青葉台小学校ＰＴＡ  

        榎が丘小学校ＰＴＡ 

欠席者：    田園青葉台住宅自治会 

      若草台自治会 

  青葉台一丁目自治会 

  青葉台団地自治会防犯部 

       

事務局：    横浜市民施設協会 事務局長 

     青葉台ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ 館長 

   同       ﾁｰﾌｽﾀｯﾌ 

   同       ﾁｰﾌｽﾀｯﾌ 

 

本日の青葉台コミュニティハウス委員会開催にあたり、委員１３名中９名委員が出席。 

過半数以上の出席にて、委員会は成立。 

 

１． 事務局長挨拶                         事務局長 

      

２． 委員・事務局自己紹介 

 

３． 役員決め                                    

（１）委員会の目的と業務について（説明） 

<参照>「横浜市青葉台コミュニティハウス委員会要綱」 

 

上記を踏まえ、青葉台二丁目自治会の小池康喜氏を会長に、田園青葉台住宅自治会の

森鳰顕氏を副会長に満場一致により決定。 

 

４.会長挨拶                             会長  



５．議事 

（１） 平成３０年度の利用状況等について  

 

１．部屋利用状況等について（説明） 

<参照>「平成３０年度利用状況」 

「Ｈ３０年度部屋別・時間帯別利用率グラフ」 

「Ｈ３０年度利用者層別利用状況グラフ」 

   

２．図書利用状況について（説明） 

<参照>「青葉台ＣＨ・市立図書館 図書貸出状況・所蔵状況（Ｈ３０年度）」 

     「青葉台ＣＨ図書・市立図書 貸出冊数グラフ（Ｈ２５～Ｈ３０年度）」 

 

３．ガス・電気の使用量と料金について（説明） 

     <参照>「Ｈ２８・２９・３０年度 ガス・電気使用量グラフ」 

 

  ４．平成３０年度 修繕等について（説明） 

     <参照>「Ｈ３０年度 修繕一覧表・購入備品一覧表」 

   

  ５．その他取り組みについて 

<参照>「平成３０年度苦情対応状況報告」 

「令和元年度修繕、備品購入状況」 

 

（２） 令和元年度自主事業について（説明） 

<参照>「令和元年度自主事業計画書」 

 

（３） 意見交換 

Ｑ：部屋利用状況より。８月の部屋利用が少ないのはなぜか。 

   

Ａ：８月は活動を休むサークルが多い。例えば、母親のサークルなどは、夏休みで子どもが

家にいるので活動を休みにする等。また、夏の暑さもあり、休みにするサークルもある。 

 

Ｑ：高熱費について。平成２８年度～３０年度はガスも電気も東京ガスに一本化した料金な

のか。 

 

Ａ：すでに、平成２８年度より東京ガスに一本化しており、会社をまとめる前よりは低コス

トとなっている。空調など快適に過ごしてもらいたいが、節約に努める。 

        

 

 

 



<学校 PTA より> 

・今の子どもの現状としては、放課後に学童や他の放課後クラブのような所に子どもを預け

ている親が多く、小２から塾通いをしている子、多くの習い事をしている子が殆どで、放課

後はとても忙しい。特に高学年は友だちと遊ぶ時間もない。 

また、1人で遊びに出ても友だちもいないし、１人で外を歩かせることも心配。夏は暑いの

でなおさら外に出すことが心配である。 

 

・読書については、学校の授業で図書室を利用することもあり、また、司書の先生もおり、

所蔵も充実しているので、学校の図書室で事足りる。そのため、青葉台コミュニティハウス

には興味がむかないのではないか。 

中学生になると、スマホやタブレットで読書している子も多い。また、部活動などがあり、

施設などに来館する時間がない。 

 

Ｑ：青葉台コミュニティハウスについては、児童館というわけではなく、何をしている施設

なのか分かりにくい。「図書館」ではなく「図書室」という名称もわかりにくく、敷居

が高く入りにくい。 

転居してきた場合は特に、このような施設があることや、本が借りられることを知るこ

とが出来ない。「児童館」的な名称が入れば、子連れの方等ももっと利用しやすくなる

と思う。ＰＲ方法をもう少し考えたほうがいいのでは。 

 

Ａ：「広報あおば」や地域自治体の回覧等で自主事業のお知らせはしている。今後、転入者

を含め多くの方に当館を知って頂けるＰＲ方法を考えていきたい。 

 

（４） その他、報告事項  

 

・ 青葉台コミュニティハウス委員会は、年２回開催で、次回は３月８日(日) 

午後１時３０分より開催予定。 

 

６．閉会の言葉                          会長                                        


